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村操法競技会及び大北地区消防ポンプ操法大会・ラッパ吹奏大会の
結果報告について

[おもな内容 ]

小谷村職員採用試験について２

２

村ポンプ操法競技会で操法を行う消防団員



広報おたり　令和６年７月号（2）（3）　広報おたり　令和６年７月号

「
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
」

 

　
　
　
　
　

  

の
開
催
に
つ
い
て

　
小
谷
村
と
小
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会
の
共
催
で
、
行
政
相

談
委
員
と
司
法
書
士
に
よ
る
「
行
政
相
談
・
心
配
ご
と
相
談
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
国
の
行
政
活
動
に
関
す
る
苦
情
や
相
続
・
登
記
の
相
談
な

ど
、
日
ご
ろ
の
心
配
ご
と
全
般
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
秘
密
は
固
く
守
り
、
相
談
は
無
料
、
予
約
不
要
（
先
着
順
）

で
す
。

■
日
　
時
　
令
和
６
年
７
月
17
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で

■
会
　
場
　
小
谷
村
役
場
　
２
０
４
会
議
室

　
※
２
０
５
会
議
室
を
控
室
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

行
政
相
談
委
員
　
横
澤
　
勲
さ
ん

 

司 

法 

書 

士
　
長
野
県
司
法
書
士
会
大
町
支
部

■
お
問
い
合
わ
せ

 

・
行
政
相
談

　
総
務
課
庶
務
係

　
　
８
２
‐
２
０
２
４

 

・
心
配
ご
と
相
談

　
小
谷
村
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
８
２
‐
２
４
３
０

 

①
職
種
・
募
集
人
員

　
一
般
行
政
（
初
級
）
…
若
干
名

　
社
会
福
祉
士
　
　
　
…
若
干
名

　
保
育
士
　
　
　
　
　
…
若
干
名

 

②
受
験
資
格
・
申
込
方
法

　
詳
細
は
、
募
集
要
領
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

 

③
申
込
受
付
期
間

　
令
和
６
年
７
月
８
日
（
月
）
か

ら
８
月
13
日
（
火
）
ま
で
。（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

　
郵
送
に
よ
る
場
合
は
、
締
切
日

ま
で
に
到
着
し
た
も
の
に
限
り
ま

す
。

 

④
第
一
次
試
験
日
・
会
場

　
令
和
５
年
９
月
22
日
（
日
）

　
小
谷
村
役
場

※
第
１
次
試
験
の
合
格
発
表
は
10

月
上
旬
で
す
。

 

⑤
第
二
次
試
験

　
一
次
試
験
合
格
者
に
連
絡
し
ま

す
。

 

⑥
最
終
合
格
発
表

　
第
二
次
試
験
終
了
後
、
合
格
者

に
通
知
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
庶
務
係

　
　

８
２
‐
２
０
２
４

※
募
集
要
領
は
、
総
務
課
窓
口
又

は
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

小
谷
村
職
員
採
用
試
験

令
和
７
年
４
月
採
用
予
定
の
職
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す

更生保護女性会と役場職員等による
外来植物駆除作業が行われました

　
令
和
３
年
度
よ
り
、
更
生
保

護
女
性
会
の
皆
さ
ん
が
地
域
貢

献
活
動
の
一
環
と
し
て
、
道
の

駅
お
た
り
北
側
に
て
外
来
植
物

駆
除
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
地
域
の
自
然
環
境

を
守
り
、
子
ど
も
た
ち
に
本
来

の
小
谷
村
の
姿
を
残
す
た
め
に

保
護
司
と
と
も
に
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
昨
年
か
ら
小
谷
村

役
場
職
員
も
一
緒
に
な
っ
て
駆

除
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
更
生
保
護
女
性
会
は
、
保
護

司
と
連
携
し
て
犯
罪
や
非
行
を

犯
し
た
人
々
が
社
会
復
帰
を
果

た
す
た
め
の
支
援
を
行
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
全
国
各

地
に
支
部
を
持
ち
、
生
活
指
導

や
職
業
訓
練
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
社

会
の
安
全
と
福
祉
に
貢
献
し
て

い
ま
す
。

　
今
回
の
外
来
植
物
駆
除
活
動

は
、
地
域
の
生
態
系
を
保
護
す

る
た
め
の
重
要
な
取
り
組
み
で

す
。
外
来
種
は
在
来
種
の
生
存

を
脅
か
す
こ
と
が
あ
り
、
環
境

へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま

す
。
更
生
保
護
女
性
会
は
、
こ

う
し
た
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
定
期
的
に
駆
除
作
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
活
動
に
は
、
役
場
職
員

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
村
長
を
は
じ
め
、
役
場
の

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
駆
除
作

業
に
加
わ
り
、
地
域
の
環
境
保

護
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
村

民
の
皆
様
に
も
ご
参
加
い
た
だ

き
、
地
域
全
体
で
環
境
保
全
の

意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

※

外
来
植
物
の
駆
除
方
法
に

は
、
廃
棄
等
で
一
定
の
制
約

が
あ
り
ま
す
。
長
野
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

セイタカアワダチソウ

オオキンケイギク

長野県ＨＰ

 村操法競技会 及び 大北地区消防ポンプ操法大会・
 ラッパ吹奏大会の結果報告について

小
谷
村
消
防
団
よ
り

村
操
法
大
会 

及
び 

大
北
地
区
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
の
結
果
報
告
に
つ
い
て

小谷村消防団

　
６
月
９
日
（
日
）、
村
営
栂
池
社
会
体
育
館
駐

車
場
で
開
催
さ
れ
た
小
谷
村
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法

競
技
会
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
会
等
で
は
、
各
分
団
・
ラ
ッ

パ
隊
が
日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
６
月
23
日
（
日
）、
池
田
町
の
各
会
場

に
て
開
催
さ
れ
た
、大
北
地
区
消
防
ポ
ン
プ
操
法
・

ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会
で
は
、
村
大
会
を
優
勝
し
た
第

三
分
団
、
ラ
ッ
パ
隊
が
出
場
し
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
上
位
入
賞
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
村
大
会

前
か
ら
訓
練
を
続
け
た
努
力
に
よ
り
技
術
の
向
上

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
村
民
の
皆
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
各
競
技
の
順
位
は
左
記
の
と
お
り
）

ポンプ車操法の部
 優　勝　第三分団
 準優勝　第一分団
 ３　位　第二分団

放水競技の部
 優　勝　第五分団

村大会結果
小型ポンプ操法の部
 優　勝　第三分団
 準優勝　第二分団
 ３　位　第五分団　　
 ４　位　第一分団
 ５　位　第四分団

大北大会結果
ポンプ車操法の部　　 ５位
小型ポンプ操法の部　 ５位
ラッパ吹奏大会　　　 ４位

競技結果

更
生
保
護
女
性
会
と
は

外
来
植
物
駆
除
活
動

に
つ
い
て

役
場
職
員
も

悪天候の中操作する小谷村消防団（大北大会） 吹奏を終えた小谷村消防団ラッパ隊（大北大会）

小谷村ＨＰ ▼
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小型ポンプ操法の部
 優　勝　第三分団
 準優勝　第二分団
 ３　位　第五分団　　
 ４　位　第一分団
 ５　位　第四分団

大北大会結果
ポンプ車操法の部　　 ５位
小型ポンプ操法の部　 ５位
ラッパ吹奏大会　　　 ４位

競技結果

更
生
保
護
女
性
会
と
は

外
来
植
物
駆
除
活
動

に
つ
い
て

役
場
職
員
も

悪天候の中操作する小谷村消防団（大北大会） 吹奏を終えた小谷村消防団ラッパ隊（大北大会）

小谷村ＨＰ ▼



広報おたり　令和６年７月号（4）（5）　広報おたり　令和６年７月号

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
認
知
症
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
の
設
置
に
む
け
て

〝
チ
ー
ム
員
〞
を
募
集
し
ま
す

　「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
と
は
「
認

知
症
と
思
わ
れ
る
初
期
の
段
階
か

ら
、
心
理
面
・
生
活
面
の
支
援
と

し
て
、
地
域
の
認
知
症
の
人
の
悩

み
や
家
族
の
身
近
な
生
活
の
支
援

と
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
中
心
と

し
た
支
援
者
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
で

す
。

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
の
意

思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
住

み
慣
れ
た
地
域
の
よ
い
環
境
で
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め
に
チ
ー
ム

を
設
置
し
ま
す
。

　
チ
ー
ム
員
に
は
見
守
り
・
声
か

け
、
話
し
相
手
、
生
活
支
援
で
の

ち
ょ
っ
と
し
た
支
援
な
ど
を
無
理

の
な
い
範
囲
で
行
な
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
受
講

さ
れ
た
方
（
オ
レ
ン
ジ
色
の
リ
ン

グ
を
も
ら
っ
て
い
る
方
）
が
対
象

に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
方

で
も
希
望
が
あ
れ
ば
受
講
し
チ
ー

ム
員
に
な
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、「
認

知
症
に
優
し
い
地
域
づ
く
り
」
に

あ
な
た
の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
８
２‐

３
１
３
５

■
申
込
期
限

　
令
和
６
年
７
月
31
日

ご
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
は
指
定
の
袋
に
入
れ
て
、

決
め
ら
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
回
収
場
所
に
出
し
ま
し
ょ
う

　
ご
み
や
リ
サ
イ
ク
ル
品
は
決
め

ら
れ
た
指
定
袋
や
透
明
な
袋
な
ど

を
使
い
決
め
ら
れ
た
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
回
収
場
所
に
出
し
ま

し
ょ
う
。

　
村
内
の
一
部
地
区
で
、
指
定
で

な
い
袋
に
入
れ
ら
れ
た
ご
み
を
住

民
以
外
と
思
わ
れ
る
方
が
出
し
て

い
る
と
の
事
案
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
各
地
区
で

管
理
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
地

区
の
住
民
の
方
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
引
っ
越
し
等
で
新
た
に
居

住
し
た
場
合
な
ど
で
ご
み
の
出
し

方
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
地

区
の
役
員
さ
ん
や
役
場
住
民
係

（
　
８
２‐

２
５
８
１
）
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
捨

て
て
は
い
け
な
い
場
所
に
ご
み
な

ど
を
捨
て
た
場
合
は
不
法
投
棄
に

あ
た
り
ま
す
。
多
く
の
方
に
迷
惑

が
か
か
る
ほ
か
、
法
律
や
条
例
に

令
和
６
年
度

  

薪
ス
ト
ー
ブ
等
導
入
補
助
金
に
つ
い
て

　
農
林
係
で
は
、
薪
ス
ト
ー
ブ
等

の
導
入
に
係
る
費
用
の
補
助
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
対
象
者

　
小
谷
村
内
に
居
住
又
は
事
業
所

等
を
置
く
個
人
や
事
業
者

■
申
込
期
限

　
令
和
６
年
12
月
31
日
（
火
）

■
補
助
対
象
経
費

　
個
人
住
宅
、
会
社
、
店
舗
等
に

お
い
て
使
用
す
る
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
・
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
・

薪
ス
ト
ー
ブ
の
購
入
に
要
す
る
経

費
。

※

補
助
対
象
は
ス
ト
ー
ブ
本
体
の

み
と
し
、
申
請
者
は
一
人
に
つ

き
１
台
。

令
和
６
年
度

  

き
の
こ
生
産
者
補
助
金
に
つ
い
て

　
本
年
度
も
、
き
の
こ
生
産
者
補

助
金
の
募
集
を
し
ま
す
。

　
交
付
申
請
は
、
期
間
内
に
伏
せ

込
み
・
支
払
い
が
完
了
し
た
時
点

で
受
け
付
け
ま
す
。

　
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
対
象
者

　
出
荷
目
的
で
原
木
又
は
種
駒
を

一
定
量
以
上
購
入
し
た
方

■
申
込
期
限

　
令
和
６
年
12
月
31
日
（
火
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

 

・
補
助
金
申
請
書

 

・
き
の
こ
を
販
売
し
た
時
の
出
荷

伝
票
等

 

・
購
入
し
た
証
拠
書
類
（
領
収
書

等
）

 

・
伏
せ
こ
み
前
後
の
写
真

 

・
振
込
先
口
座
の
わ
か
る
も
の

 

・
印
鑑

■
補
助
率

●
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・
ボ
イ
ラ
ー

　
本
体
購
入
金
額
の
１
／
２
以
内

　（
10
万
円
上
限
）

●
薪
ス
ト
ー
ブ

　
本
体
（
５
万
円
以
上
）

　
購
入
金
額
の
１
／
２
以
内

　（
10
万
円
上
限
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係

　
　
８
２‐

２
５
８
８

■
条
件
等

①
ま
い
た
け
原
木
購
入

　
条
件
　
き
の
こ
部
会
の
会
員
か

つ
原
木
を
１
０
０
本
以
上
購
入

　
補
助
額
　
原
木
１
本
に
つ
き

　
２
０
０
円

②
種
駒
購
入

　
条
件
　
き
の
こ
の
種
駒
を

　
５
，
０
０
０
駒
以
上
購
入
（
村

内
在
住
者
に
限
る
）

　
補
助
額
　
１
駒
に
つ
き
１
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係

　
　
８
２‐

２
５
８
８

　国道148号雨中・月岡バイパスで現在建設して

いる、新たな国道に架かる橋梁の名称を一般公募

により決定いたします。

　募集期間内に、 ①新しい橋梁の名称（例：○○

橋）、 ②応募された方の住所・お名前・電話番号を

明記し、下記のE-mailアドレスか小谷村役場建設

係窓口までご提出ください。

■お問い合わせ

　建設水道課建設係（担当：細澤）

　　８２-２２０４

　　 kensetu@vill.otari.lg.jp

●募集期間
　令和６年７月１日（月）～７月26日（金）
●提出先
　小谷村役場　建設水道課　建設係
●提出方法
　E-mail：kensetu@vill.otari.lg.jp　又は
　役場建設係窓口へ直接持参
●留意事項
　応募にあたり、お一人あたり１つの名称ま
でとさせていただきます。
　新しい橋梁名の決定については、応募され
た名称の中から大町建設事務所と小谷村で協
議の上決定し、８月末頃を目処に小谷村HP
等で公表いたします。

よ
り
厳
し
く
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

　
ご
み
の
種
類
や
捨
て
方
、
リ
サ

イ
ク
ル
品
の
出
し
方
等
は
配
布
し

て
あ
る
「
ご
み
・
資
源
物
回
収
カ

レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
住
民
係

　
　
８
２‐

２
５
８
１

■
職
種

　
消
防
職
員
（
高
校
卒
程
度
）

※
採
用
後
、
長
野
県
消
防
学
校
に

入
校
し
、
消
防
士
と
し
て
の
初

任
科
教
育
を
修
了
し
た
後
、
北

ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
ま
た

は
大
町
消
防
署
、北
部
消
防
署
、

南
部
消
防
署
の
い
ず
れ
か
に
勤

務
と
な
り
ま
す
。

■
採
用
人
員
　
若
干
名

■
受
験
資
格
　

　
消
防
職
員
（
高
校
卒
程
度
）

　
　
平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
19
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

あ
る
方
で
、
採
用
後
に
北
ア
ル

プ
ス
広
域
連
合
管
内
市
町
村

（
大
町
市
、
池
田
町
、
松
川
村
、

白
馬
村
、
小
谷
村
）
に
居
住
で

き
る
人
。

 

■
試
験
日

　
第
一
次
試
験
　
９
月
22
日（
日
）

　
第
二
次
試
験
　
10
月
下
旬

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　
８
月
１
日
（
木
）
か
ら

　
８
月
15
日
（
木
）
ま
で

　
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　
郵
送
の
場
合
は
８
月
15
日（
木
）

必
着

■
受
付
場
所

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部

　
総
務
課
庶
務
係

　
募
集
要
領
、
提
出
書
類
は
、
北

ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
事
務
局
、
北

ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
、
大
町

消
防
署
、
北
部
消
防
署
、
南
部
消

防
署
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。ま
た
、

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部

　
総
務
課
庶
務
係

　
　
２
２
‐
０
６
８
８

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
職
員
の

募
集
に
つ
い
て

令
和
７
年
４
月
採
用北アルプス

広域連合ＨＰ



広報おたり　令和６年７月号（4）（5）　広報おたり　令和６年７月号

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
認
知
症
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
の
設
置
に
む
け
て

〝
チ
ー
ム
員
〞
を
募
集
し
ま
す

　「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」
と
は
「
認

知
症
と
思
わ
れ
る
初
期
の
段
階
か

ら
、
心
理
面
・
生
活
面
の
支
援
と

し
て
、
地
域
の
認
知
症
の
人
の
悩

み
や
家
族
の
身
近
な
生
活
の
支
援

と
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
中
心
と

し
た
支
援
者
を
つ
な
ぐ
仕
組
み
で

す
。

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
の
意

思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
住

み
慣
れ
た
地
域
の
よ
い
環
境
で
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
た
め
に
チ
ー
ム

を
設
置
し
ま
す
。

　
チ
ー
ム
員
に
は
見
守
り
・
声
か

け
、
話
し
相
手
、
生
活
支
援
で
の

ち
ょ
っ
と
し
た
支
援
な
ど
を
無
理

の
な
い
範
囲
で
行
な
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
「
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
受
講

さ
れ
た
方
（
オ
レ
ン
ジ
色
の
リ
ン

グ
を
も
ら
っ
て
い
る
方
）
が
対
象

に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
方

で
も
希
望
が
あ
れ
ば
受
講
し
チ
ー

ム
員
に
な
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、「
認

知
症
に
優
し
い
地
域
づ
く
り
」
に

あ
な
た
の
力
を
お
貸
し
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
８
２‐

３
１
３
５

■
申
込
期
限

　
令
和
６
年
７
月
31
日

ご
み
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
は
指
定
の
袋
に
入
れ
て
、

決
め
ら
れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
回
収
場
所
に
出
し
ま
し
ょ
う

　
ご
み
や
リ
サ
イ
ク
ル
品
は
決
め

ら
れ
た
指
定
袋
や
透
明
な
袋
な
ど

を
使
い
決
め
ら
れ
た
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
回
収
場
所
に
出
し
ま

し
ょ
う
。

　
村
内
の
一
部
地
区
で
、
指
定
で

な
い
袋
に
入
れ
ら
れ
た
ご
み
を
住

民
以
外
と
思
わ
れ
る
方
が
出
し
て

い
る
と
の
事
案
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
各
地
区
で

管
理
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
地

区
の
住
民
の
方
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。
引
っ
越
し
等
で
新
た
に
居

住
し
た
場
合
な
ど
で
ご
み
の
出
し

方
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
地

区
の
役
員
さ
ん
や
役
場
住
民
係

（
　
８
２‐

２
５
８
１
）
ま
で
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
捨

て
て
は
い
け
な
い
場
所
に
ご
み
な

ど
を
捨
て
た
場
合
は
不
法
投
棄
に

あ
た
り
ま
す
。
多
く
の
方
に
迷
惑

が
か
か
る
ほ
か
、
法
律
や
条
例
に

令
和
６
年
度

  
薪
ス
ト
ー
ブ
等
導
入
補
助
金
に
つ
い
て

　
農
林
係
で
は
、
薪
ス
ト
ー
ブ
等

の
導
入
に
係
る
費
用
の
補
助
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

■
対
象
者

　
小
谷
村
内
に
居
住
又
は
事
業
所

等
を
置
く
個
人
や
事
業
者

■
申
込
期
限

　
令
和
６
年
12
月
31
日
（
火
）

■
補
助
対
象
経
費

　
個
人
住
宅
、
会
社
、
店
舗
等
に

お
い
て
使
用
す
る
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
・
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
・

薪
ス
ト
ー
ブ
の
購
入
に
要
す
る
経

費
。

※

補
助
対
象
は
ス
ト
ー
ブ
本
体
の

み
と
し
、
申
請
者
は
一
人
に
つ

き
１
台
。

令
和
６
年
度

  

き
の
こ
生
産
者
補
助
金
に
つ
い
て

　
本
年
度
も
、
き
の
こ
生
産
者
補

助
金
の
募
集
を
し
ま
す
。

　
交
付
申
請
は
、
期
間
内
に
伏
せ

込
み
・
支
払
い
が
完
了
し
た
時
点

で
受
け
付
け
ま
す
。

　
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
対
象
者

　
出
荷
目
的
で
原
木
又
は
種
駒
を

一
定
量
以
上
購
入
し
た
方

■
申
込
期
限

　
令
和
６
年
12
月
31
日
（
火
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

 

・
補
助
金
申
請
書

 

・
き
の
こ
を
販
売
し
た
時
の
出
荷

伝
票
等

 

・
購
入
し
た
証
拠
書
類
（
領
収
書

等
）

 

・
伏
せ
こ
み
前
後
の
写
真

 

・
振
込
先
口
座
の
わ
か
る
も
の

 

・
印
鑑

■
補
助
率

●
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
・
ボ
イ
ラ
ー

　
本
体
購
入
金
額
の
１
／
２
以
内

　（
10
万
円
上
限
）

●
薪
ス
ト
ー
ブ

　
本
体
（
５
万
円
以
上
）

　
購
入
金
額
の
１
／
２
以
内

　（
10
万
円
上
限
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係

　
　
８
２‐

２
５
８
８

■
条
件
等

①
ま
い
た
け
原
木
購
入

　
条
件
　
き
の
こ
部
会
の
会
員
か

つ
原
木
を
１
０
０
本
以
上
購
入

　
補
助
額
　
原
木
１
本
に
つ
き

　
２
０
０
円

②
種
駒
購
入

　
条
件
　
き
の
こ
の
種
駒
を

　
５
，
０
０
０
駒
以
上
購
入
（
村

内
在
住
者
に
限
る
）

　
補
助
額
　
１
駒
に
つ
き
１
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係

　
　
８
２‐

２
５
８
８

　国道148号雨中・月岡バイパスで現在建設して

いる、新たな国道に架かる橋梁の名称を一般公募

により決定いたします。

　募集期間内に、 ①新しい橋梁の名称（例：○○

橋）、 ②応募された方の住所・お名前・電話番号を

明記し、下記のE-mailアドレスか小谷村役場建設

係窓口までご提出ください。

■お問い合わせ

　建設水道課建設係（担当：細澤）

　　８２-２２０４

　　 kensetu@vill.otari.lg.jp

●募集期間
　令和６年７月１日（月）～７月26日（金）
●提出先
　小谷村役場　建設水道課　建設係
●提出方法
　E-mail：kensetu@vill.otari.lg.jp　又は
　役場建設係窓口へ直接持参
●留意事項
　応募にあたり、お一人あたり１つの名称ま
でとさせていただきます。
　新しい橋梁名の決定については、応募され
た名称の中から大町建設事務所と小谷村で協
議の上決定し、８月末頃を目処に小谷村HP
等で公表いたします。

よ
り
厳
し
く
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

　
ご
み
の
種
類
や
捨
て
方
、
リ
サ

イ
ク
ル
品
の
出
し
方
等
は
配
布
し

て
あ
る
「
ご
み
・
資
源
物
回
収
カ

レ
ン
ダ
ー
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
住
民
係

　
　
８
２‐

２
５
８
１

■
職
種

　
消
防
職
員
（
高
校
卒
程
度
）

※
採
用
後
、
長
野
県
消
防
学
校
に

入
校
し
、
消
防
士
と
し
て
の
初

任
科
教
育
を
修
了
し
た
後
、
北

ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
ま
た

は
大
町
消
防
署
、北
部
消
防
署
、

南
部
消
防
署
の
い
ず
れ
か
に
勤

務
と
な
り
ま
す
。

■
採
用
人
員
　
若
干
名

■
受
験
資
格
　

　
消
防
職
員
（
高
校
卒
程
度
）

　
　
平
成
11
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
19
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
が

あ
る
方
で
、
採
用
後
に
北
ア
ル

プ
ス
広
域
連
合
管
内
市
町
村

（
大
町
市
、
池
田
町
、
松
川
村
、

白
馬
村
、
小
谷
村
）
に
居
住
で

き
る
人
。

 

■
試
験
日

　
第
一
次
試
験
　
９
月
22
日（
日
）

　
第
二
次
試
験
　
10
月
下
旬

■
受
験
申
込
受
付
期
間

　
８
月
１
日
（
木
）
か
ら

　
８
月
15
日
（
木
）
ま
で

　
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　
郵
送
の
場
合
は
８
月
15
日（
木
）

必
着

■
受
付
場
所

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部

　
総
務
課
庶
務
係

　
募
集
要
領
、
提
出
書
類
は
、
北

ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
事
務
局
、
北

ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
、
大
町

消
防
署
、
北
部
消
防
署
、
南
部
消

防
署
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。ま
た
、

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部

　
総
務
課
庶
務
係

　
　
２
２
‐
０
６
８
８

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
職
員
の

募
集
に
つ
い
て

令
和
７
年
４
月
採
用北アルプス

広域連合ＨＰ



広報おたり　令和６年７月号（6）（7）　広報おたり　令和６年７月号

肥育豚出荷 毎週月曜日　午前５：00～　／　毎週 水・木曜日　午前６：00～

子 豚 出 荷
・ 導 入

７月２日 午前８：30～

　　　　 　　９：45～(大〆出荷)

７月３日 午前９：00～

　　　　 　　９：00～(子豚導入)

７月５日 午前８：00～(種豚導入)

７月７日 午前９：00～(子豚導入)

７月９日 午前８：30～

　　　　　　 ９：45～(大〆出荷)

７月10日 午前８：30～ 

　　　　　　 ９：00～

７月16日 午前８：30～

　　　　　　 ９：45～(大〆出荷)

７月17日 午前８：30～

　　　　　　 ９：00～

　　　　　　 10：00～

７月23日 午前８：30～

　　　　　　 ９：45～(大〆出荷)

７月24日 午前８：30～

　　　　　　 ９：00～

　　　　　　 10：00～

７月25日 午前10：00～

７月30日 午前８：30～

　　　　　　 ９：45～(大〆出荷)

７月31日 午前９：00～

ま
め
ま
め
知
識
№124№124

　
肺
が
ん
の
年
齢
階
級
別
罹
患
率

は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
男
女

と
も
に
55
歳
を
超
え
る
と
肺
が
ん

に
な
る
人
が
徐
々
に
増
え
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
肺

が
ん
は
２
０
２
２
年
の
部
位
別
が

ん
死
亡
率
の
男
女
計
・
男
性
で
１

位
、女
性
で
２
位
と
な
っ
て
お
り
、

死
亡
率
が
高
い
が
ん
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
喫
煙
は
肺
が
ん
の
危
険
因
子
の

ひ
と
つ
で
す
。
喫
煙
者
は
非
喫
煙

者
と
比
べ
て
男
性
で
４
・
４
倍
、

女
性
で
は
２
・
８
倍
肺
が
ん
に
な

り
や
す
く
、
喫
煙
を
始
め
た
年
齢

が
若
く
、
喫
煙
量
が
多
い
ほ
ど
肺

が
ん
に
な
る
危
険
性
が
高
く
な
り

ま
す
。
受
動
喫
煙
（
周
囲
の
た
ば

こ
の
煙
を
吸
う
こ
と
）
で
も
肺
が

ん
に
な
る
危
険
を
２
～
３
割
高
め

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
喫
煙
を

し
て
い
る
人
だ
け
で
な
く
、
周
り

に
い
る
人
も
肺
が
ん
の
リ
ス
ク
を

高
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　
日
本
人
を
対
象
と
し
た
研
究
で

は
、が
ん
全
般
の
予
防
に
は
禁
煙
、

節
度
の
あ
る
飲
酒
、
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
、
身
体
活
動
、
適
切
な

体
型
の
維
持
、
感
染
予
防
が
大
切

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
肺
が
ん
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
人
は

禁
煙
を
し
、
吸
わ
な
い
人
は
た
ば

こ
の
煙
を
避
け
て
生
活
し
ま
し
ょ

う
。
禁
煙
を
始
め
て
か
ら
10
年
後

に
は
、
禁
煙
を
し
な
か
っ
た
場
合

と
比
べ
て
肺
が
ん
の
リ
ス
ク
を
約

半
分
に
減
ら
せ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
早
め
の
禁
煙
が
肺
が

ん
予
防
に
繋
が
り
ま
す
。

　
が
ん
検
診
の
目
的
は
、
が
ん
を

早
期
発
見
し
、
適
切
な
治
療
を
行

な
う
こ
と
で
、
が
ん
に
よ
る
死
亡

率
を
減
少
さ
せ
る
事
で
す
。
肺
が

ん
検
診
の
内
容
は
、
問
診
、
胸
部

Ｘ
線
検
査
、
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
と
喀

痰
細
胞
診
（
50
歳
以
上
で
喫
煙
指

数
（
※
）
が
６
０
０
以
上
の
人
の

み
）
で
す
。
小
谷
村
の
肺
が
ん
検

診
で
は
胸
部
Ｘ
線
検
査
と
胸
部
Ｃ

Ｔ
検
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

（
※
）
喫
煙
指
数
と
は

　
喫
煙
指
数
は
１
日
に
吸
う
た
ば

こ
の
本
数
×
喫
煙
し
て
い
る
年
数

を
計
算
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

一
般
的
に
喫
煙
指
数
が
４
０
０
以

上
に
な
る
と
肺
が
ん
の
リ
ス
ク
が

上
昇
し
ま
す
。
ま
た
、
７
０
０
以

上
に
な
る
と
肺
が
ん
以
外
の
呼
吸

器
疾
患
や
心
疾
患
に
も
罹
患
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
一
度
自
分
自
身

の
喫
煙
指
数
を
知
る
事
で
禁
煙
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　
加
熱
式
た
ば
こ
（iQ

O
S

・glo

・

ploom
T

EC
H

な
ど
）
は
喫
煙
者

の
20
％
以
上
が
使
用
し
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
若
い
喫
煙
者
で
は

加
熱
式
た
ば
こ
を
使
用
す
る
人
が

多
く
、
20
～
30
代
で
は
男
性
で
約

40
％
、
女
性
で
約
50
％
に
達
し
て

い
ま
す
。
加
熱
式
た
ば
こ
の
煙
に

も
、
ニ
コ
チ
ン
や
発
が
ん
物
質
な

ど
の
有
害
な
物
質
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
た
ば
こ
の
製
造
・
販
売
企

業
は
、
加
熱
式
た
ば
こ
は
従
来
の

た
ば
こ
に
比
べ
て
健
康
被
害
が
少

な
い
、
加
熱
式
た
ば
こ
に
換
え
る

こ
と
で
健
康
被
害
を
少
な
く
で
き

る
な
ど
と
宣
伝
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
加
熱
式
た
ば
こ
は
販
売
さ

れ
て
か
ら
間
が
な
く
、
研
究
が
十

分
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
た
め
現

段
階
で
健
康
へ
の
長
期
的
影
響
に

つ
い
て
予
測
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
禁
煙
の
目
的

で
従
来
の
た
ば
こ
か
ら
加
熱
式
た

ば
こ
に
切
り
替
え
る
人
も
い
ま
す

が
、
加
熱
式
た
ば
こ
で
は
禁
煙
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

　
喫
煙
は
肺
が
ん
だ
け
で
な
く
多

く
の
病
気
の
因
子
と
な
り
ま
す
。

自
分
の
喫
煙
の
状
況
を
知
り
、
病

気
の
予
防
に
繋
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　

８
２
‐
２
５
７
０

今
月
の
テ
ー
マ
は
「
肺
が
ん
と
喫
煙
の
関
係
」
に
つ
い
て
で
す

肺
が
ん
と
喫
煙

予

　防

が
ん
検
診

加
熱
式
た
ば
こ
と
の
関
係

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
情
報

サ
ー
ビ
ス

出

　典

はくばアルプス農場ニュース

今後も臭気の発生には十分注意して農場作業を実施いたしますので、よろしくお願いいたします。

■お問い合わせ　はくばＳＰＦ豚農場 　　080‐1330‐0974
　　　　　　　　はくばアルプス農場（ＪＡ全農長野県本部・ＪＡ大北） 　　72‐2716

はくばＳＰＦ豚農場の７月出荷作業日程をお知らせします ※作業日程は変更になる場合があります

●５月２日、長野県環境課による出荷台の排水状況の確認がありました。その結果、排水は適切に処理
されていることが確認されました。

●堆肥の集中搬出は、６月14日に終了しました。今後の状況を見て、第２回を実施する予定です。

●肥育舎妻面（いちばん北の豚舎、南の妻面）の老朽化により補修工事を実施しています。工事の影響
で臭気が発生する可能性があります。

女性

男性
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人
口
10
万
人
対

年齢階級別罹患率　 肺がん（2019年）

部位別がんの死亡率（2022年）

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

男女計 肺 大　腸 胃 膵　臓 肝　臓

男　性 肺 大　腸 胃 膵　臓 肝　臓

女　性 大　腸 肺 膵　臓 乳　房 胃
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～
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歳

５
～
９
歳

０
～
４
歳

白馬ロータリークラブ様より

御寄付をいただきました

　6月24日、白馬ロータリークラブ山東会長より
小谷村へ、青少年育成事業への寄付金をいただき
ました。子どもたちのために大切に使わせていた
だきます。



広報おたり　令和６年７月号（6）（7）　広報おたり　令和６年７月号

肥育豚出荷 毎週月曜日　午前５：00～　／　毎週 水・木曜日　午前６：00～

子 豚 出 荷
・ 導 入

７月２日 午前８：30～

　　　　 　　９：45～(大〆出荷)

７月３日 午前９：00～

　　　　 　　９：00～(子豚導入)

７月５日 午前８：00～(種豚導入)

７月７日 午前９：00～(子豚導入)

７月９日 午前８：30～

　　　　　　 ９：45～(大〆出荷)

７月10日 午前８：30～ 

　　　　　　 ９：00～

７月16日 午前８：30～

　　　　　　 ９：45～(大〆出荷)

７月17日 午前８：30～

　　　　　　 ９：00～

　　　　　　 10：00～

７月23日 午前８：30～

　　　　　　 ９：45～(大〆出荷)

７月24日 午前８：30～

　　　　　　 ９：00～

　　　　　　 10：00～

７月25日 午前10：00～

７月30日 午前８：30～

　　　　　　 ９：45～(大〆出荷)

７月31日 午前９：00～

ま
め
ま
め
知
識
№124№124

　
肺
が
ん
の
年
齢
階
級
別
罹
患
率

は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
男
女

と
も
に
55
歳
を
超
え
る
と
肺
が
ん

に
な
る
人
が
徐
々
に
増
え
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
肺

が
ん
は
２
０
２
２
年
の
部
位
別
が

ん
死
亡
率
の
男
女
計
・
男
性
で
１

位
、女
性
で
２
位
と
な
っ
て
お
り
、

死
亡
率
が
高
い
が
ん
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
喫
煙
は
肺
が
ん
の
危
険
因
子
の

ひ
と
つ
で
す
。
喫
煙
者
は
非
喫
煙

者
と
比
べ
て
男
性
で
４
・
４
倍
、

女
性
で
は
２
・
８
倍
肺
が
ん
に
な

り
や
す
く
、
喫
煙
を
始
め
た
年
齢

が
若
く
、
喫
煙
量
が
多
い
ほ
ど
肺

が
ん
に
な
る
危
険
性
が
高
く
な
り

ま
す
。
受
動
喫
煙
（
周
囲
の
た
ば

こ
の
煙
を
吸
う
こ
と
）
で
も
肺
が

ん
に
な
る
危
険
を
２
～
３
割
高
め

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
喫
煙
を

し
て
い
る
人
だ
け
で
な
く
、
周
り

に
い
る
人
も
肺
が
ん
の
リ
ス
ク
を

高
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　
日
本
人
を
対
象
と
し
た
研
究
で

は
、が
ん
全
般
の
予
防
に
は
禁
煙
、

節
度
の
あ
る
飲
酒
、
バ
ラ
ン
ス
の

良
い
食
事
、
身
体
活
動
、
適
切
な

体
型
の
維
持
、
感
染
予
防
が
大
切

で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
肺
が
ん
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
人
は

禁
煙
を
し
、
吸
わ
な
い
人
は
た
ば

こ
の
煙
を
避
け
て
生
活
し
ま
し
ょ

う
。
禁
煙
を
始
め
て
か
ら
10
年
後

に
は
、
禁
煙
を
し
な
か
っ
た
場
合

と
比
べ
て
肺
が
ん
の
リ
ス
ク
を
約

半
分
に
減
ら
せ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
ま
す
。
早
め
の
禁
煙
が
肺
が

ん
予
防
に
繋
が
り
ま
す
。

　
が
ん
検
診
の
目
的
は
、
が
ん
を

早
期
発
見
し
、
適
切
な
治
療
を
行

な
う
こ
と
で
、
が
ん
に
よ
る
死
亡

率
を
減
少
さ
せ
る
事
で
す
。
肺
が

ん
検
診
の
内
容
は
、
問
診
、
胸
部

Ｘ
線
検
査
、
胸
部
Ｃ
Ｔ
検
査
と
喀

痰
細
胞
診
（
50
歳
以
上
で
喫
煙
指

数
（
※
）
が
６
０
０
以
上
の
人
の

み
）
で
す
。
小
谷
村
の
肺
が
ん
検

診
で
は
胸
部
Ｘ
線
検
査
と
胸
部
Ｃ

Ｔ
検
査
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

（
※
）
喫
煙
指
数
と
は

　
喫
煙
指
数
は
１
日
に
吸
う
た
ば

こ
の
本
数
×
喫
煙
し
て
い
る
年
数

を
計
算
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

一
般
的
に
喫
煙
指
数
が
４
０
０
以

上
に
な
る
と
肺
が
ん
の
リ
ス
ク
が

上
昇
し
ま
す
。
ま
た
、
７
０
０
以

上
に
な
る
と
肺
が
ん
以
外
の
呼
吸

器
疾
患
や
心
疾
患
に
も
罹
患
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
一
度
自
分
自
身

の
喫
煙
指
数
を
知
る
事
で
禁
煙
に

つ
い
て
考
え
る
機
会
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

　
加
熱
式
た
ば
こ
（iQ

O
S

・glo

・

ploom
T

EC
H

な
ど
）
は
喫
煙
者

の
20
％
以
上
が
使
用
し
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
若
い
喫
煙
者
で
は

加
熱
式
た
ば
こ
を
使
用
す
る
人
が

多
く
、
20
～
30
代
で
は
男
性
で
約

40
％
、
女
性
で
約
50
％
に
達
し
て

い
ま
す
。
加
熱
式
た
ば
こ
の
煙
に

も
、
ニ
コ
チ
ン
や
発
が
ん
物
質
な

ど
の
有
害
な
物
質
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
た
ば
こ
の
製
造
・
販
売
企

業
は
、
加
熱
式
た
ば
こ
は
従
来
の

た
ば
こ
に
比
べ
て
健
康
被
害
が
少

な
い
、
加
熱
式
た
ば
こ
に
換
え
る

こ
と
で
健
康
被
害
を
少
な
く
で
き

る
な
ど
と
宣
伝
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
加
熱
式
た
ば
こ
は
販
売
さ

れ
て
か
ら
間
が
な
く
、
研
究
が
十

分
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
た
め
現

段
階
で
健
康
へ
の
長
期
的
影
響
に

つ
い
て
予
測
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
禁
煙
の
目
的

で
従
来
の
た
ば
こ
か
ら
加
熱
式
た

ば
こ
に
切
り
替
え
る
人
も
い
ま
す

が
、
加
熱
式
た
ば
こ
で
は
禁
煙
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

　
喫
煙
は
肺
が
ん
だ
け
で
な
く
多

く
の
病
気
の
因
子
と
な
り
ま
す
。

自
分
の
喫
煙
の
状
況
を
知
り
、
病

気
の
予
防
に
繋
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
住
民
福
祉
課
健
康
推
進
係

　
　

８
２
‐
２
５
７
０

今
月
の
テ
ー
マ
は
「
肺
が
ん
と
喫
煙
の
関
係
」
に
つ
い
て
で
す

肺
が
ん
と
喫
煙

予

　防

が
ん
検
診

加
熱
式
た
ば
こ
と
の
関
係

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が
ん
情
報

サ
ー
ビ
ス

出

　典

はくばアルプス農場ニュース

今後も臭気の発生には十分注意して農場作業を実施いたしますので、よろしくお願いいたします。

■お問い合わせ　はくばＳＰＦ豚農場 　　080‐1330‐0974
　　　　　　　　はくばアルプス農場（ＪＡ全農長野県本部・ＪＡ大北） 　　72‐2716

はくばＳＰＦ豚農場の７月出荷作業日程をお知らせします ※作業日程は変更になる場合があります

●５月２日、長野県環境課による出荷台の排水状況の確認がありました。その結果、排水は適切に処理
されていることが確認されました。

●堆肥の集中搬出は、６月14日に終了しました。今後の状況を見て、第２回を実施する予定です。

●肥育舎妻面（いちばん北の豚舎、南の妻面）の老朽化により補修工事を実施しています。工事の影響
で臭気が発生する可能性があります。

女性

男性
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人
口
10
万
人
対

年齢階級別罹患率　 肺がん（2019年）

部位別がんの死亡率（2022年）

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

男女計 肺 大　腸 胃 膵　臓 肝　臓

男　性 肺 大　腸 胃 膵　臓 肝　臓

女　性 大　腸 肺 膵　臓 乳　房 胃

100
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上
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～
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歳
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～
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歳

85
～
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歳
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～
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歳

75
～
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歳

70
～
74
歳
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～
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歳

60
～
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歳

55
～
59
歳

50
～
54
歳

45
～
49
歳

40
～
44
歳

35
～
39
歳

30
～
34
歳

25
～
29
歳

20
～
24
歳

15
～
19
歳

10
～
14
歳

５
～
９
歳

０
～
４
歳

白馬ロータリークラブ様より

御寄付をいただきました

　6月24日、白馬ロータリークラブ山東会長より
小谷村へ、青少年育成事業への寄付金をいただき
ました。子どもたちのために大切に使わせていた
だきます。



広報おたり　令和６年７月号（8）（9）　広報おたり　令和６年７月号

令和６年７月発行　■人口 2,631 人　男 1,359 人　女 1,272 人　■世帯数　1,227 戸 （R６.７.１現在）

■小谷村役場　電話 0261-82-2001　ホームページアドレス https://www.vill.otari.nagano.jp

小谷村大糸線振興会議

切符は南小谷駅で買おう
列車を見かけたら、手を振ろう

＊毎月５日と20日は「交通安全の日」です。
＊４のつく日（４日・14日・24日）は
　「シートベルト・チャイルドシート啓発の日」です。

　交通事故防止のため、交通ルールの遵守と正しい交通マナー
の実践をお願いします。

交通安全啓発日について

■お問い合わせ
　大町地区交通安全協会小谷支部事務局
　総務課庶務係　　８２‐２０２４

※出生・死亡は希望掲載です。住民だより （令和６年５月届出分）

●お悔やみ

年齢 地区 親族氏　名

●あかちゃん

該当なし

横川　けさの 96歳 奉納 横川　武弘

　年金記録や将来の年金受給見込額を確認し、未来の生活設計について考えてみません
か。「ねんきんネット」をご利用いただくと、いつでもご自身の年金記録を確認できる
ほか、将来の年金受給見込額について、ご自身の年金記録を基に様々なパターンの試算
をすることもできます。
　「ねんきんネット」については、日本年金機構のホームページでご確認いただくか、
松本年金事務所にお問い合わせください。

は　　　　　　 です! !

　
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
７
月
25
日
（
木
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

今
月
の
納
税

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
６
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

次
回
の
開
会
予
定

　
７
月
19
日
（
金
）

　
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

　
小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

　
　
８
２‐

２
５
８
８

７
　
月

税  

目

期  

別

納
期
限

固
定
資
産
税

２
期

７
月
31
日（
水
）

税  

目

期  

別

納
期
限

国
民
健
康
保
険
税

２
期

７
月
31
日（
水
）

税  

目

期  

別

納
期
限

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

１
期

７
月
31
日（
水
）

11月30日
いい みらい

「年金の日」

　
も
し
家
族
や
大
切
な
人
が
倒
れ

た
時
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す

か
？
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
あ
な

た
が
冷
静
に
心
肺
蘇
生
法
等
の
応

急
手
当
を
行
う
こ
と
で
、
大
切
な

人
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
で

は
、
救
急
の
日
に
ち
な
み
、
普
通

救
命
講
習
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
で
は
心
肺
蘇
生
法

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
適
切
な
使
用
方
法
な

ど
、
応
急
手
当
に
つ
い
て
詳
し
く

講
習
し
ま
す
。
応
急
手
当
は
あ
な

た
の
大
切
な
人
の
命
を
い
ざ
と
い

う
時
に
救
う
、大
切
な
技
術
で
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
応
急
手
当
を
身

に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
大
勢
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

■
実
施
日

　
９
月
７
日
（
土
）

　
午
前
９
時
～
12
時

■
会

　場

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部

　
３
階
講
堂

■
募

　集

　
８
月
１
日
（
木
）
よ
り
受
付
し

ま
す

■
定

　員

　
30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
受
付

を
終
了
し
ま
す
）

■
費

　用
　
無
料

■
そ
の
他

　
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交

付
し
ま
す

　
詳
し
く
は
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域

消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
近
く
の
消
防

署
ま
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
北
部
消
防
署

　
　
０
２
６
１
‐
７
２
‐
０
１
１
９

９
月
９
日
は
救
急
の
日

９
　
９
　
　
救
急

　
長
野
県
の
「
県
鳥
」
で
、
国
の

特
別
天
然
記
念
物
で
も
あ
る
ラ
イ

チ
ョ
ウ
の
保
護
活
動
へ
の
寄
付
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
、
地
球
温
暖
化

や
捕
食
者
の
影
響
に
よ
り
絶
滅
の

お
そ
れ
が
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
効
果
的
な
保
護
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
豊
か
な

山
岳
環
境
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ラ

イ
チ
ョ
ウ
を
後
世
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

　
令
和
６
年
８
月
31
日
（
土
）
ま

で■
寄
付
金
の
使
い
道

●
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生
息
状
況
を
十

分
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
エ

リ
ア
で
の
調
査

※
今
年
６
月
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で

に
い
た
だ
い
た
寄
付
金
を
活
用

し
、
北
ア
ル
プ
ス
南
部
で
９
年

ぶ
り
と
な
る
調
査
を
進
め
て
い

ま
す
。

●
捕
食
者
の
追
い
払
い
な
ど
、
ラ

イ
チ
ョ
ウ
を
守
る
た
め
の
実
践

的
対
策
　
な
ど

※
寄
付
の
方
法
、
保
護
活
動
の
詳

細
な
ど
は
、
長
野
県
直
営
ふ
る

さ
と
納
税
受
付
サ
イ
ト
「
ガ
チ

な
が
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　（https://www.gachi-naga.
   jp/projects/

　 3770/

）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
庁
　
環
境
部
自
然
保
護
課

　
　
０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
１
７
８

ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
救
う
た
め
、
皆
様
の

ご
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
県
立
歴
史
館
で
は
、
開
館
30
周

年
を
記
念
し
た
夏
季
企
画
展
「
疾

風
怒
濤
　
木
曽
義
仲
～
文
書
と
絵

画
で
み
る
義
仲
の
一
生
～
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
県
歌
「
信
濃
の
国
」
に
も
歌
わ

れ
る
木
曽
義
仲
に
ま
つ
わ
る
華
麗

な
屏
風
・
絵
巻
・
初
公
開
の
書
状

な
ど
を
展
示
し
、
義
仲
の
実
像
に

迫
り
ま
す
。

　
ま
た
、
講
演
会
な
ど
の
関
連
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

■
期

　間

　
令
和
６
年
７
月
13
日
（
土
）
～

　
８
月
25
日
（
日
）

■
会

　場

　
長
野
県
立
歴
史
館

　
企
画
展
示
室

■
開
館
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
休
館
日

　
月
曜
日
（
た
だ
し
、７
月
15
日
・

８
月
12
日
は
開
館
）、
７
月
16
日

（
火
）

県
立
歴
史
館
　開
館
30
周
年
記
念

※
観
覧
料
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
詳

細
な
ど
は
、
長
野
県
立
歴
史
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　（https://www.npmh.net/

）

■
お
問
い
合
わ
せ

　
長
野
県
立
歴
史
館

　
　
０
２
６
‐
２
７
４
‐
２
０
０
０

を
開
催
し
ま
す

夏
季
企
画
展「
疾
風
怒
濤  

木
曽
義
仲
」



広報おたり　令和６年７月号（8）（9） 広報おたり　令和６年７月号

令和６年７月発行　■人口 2,631 人　男 1,359 人　女 1,272 人　■世帯数　1,227 戸 （R６.７.１現在）

■小谷村役場　電話 0261-82-2001　ホームページアドレス https://www.vill.otari.nagano.jp

小谷村大糸線振興会議

切符は南小谷駅で買おう
列車を見かけたら、手を振ろう

＊毎月５日と20日は「交通安全の日」です。
＊４のつく日（４日・14日・24日）は
　「シートベルト・チャイルドシート啓発の日」です。

　交通事故防止のため、交通ルールの遵守と正しい交通マナー
の実践をお願いします。

交通安全啓発日について

■お問い合わせ
大町地区交通安全協会小谷支部事務局
総務課庶務係　　８２‐２０２４

　年金記録や将来の年金受給見込額を確認し、未来の生活設計について考えてみません
か。「ねんきんネット」をご利用いただくと、いつでもご自身の年金記録を確認できる
ほか、将来の年金受給見込額について、ご自身の年金記録を基に様々なパターンの試算
をすることもできます。
　「ねんきんネット」については、日本年金機構のホームページでご確認いただくか、
松本年金事務所にお問い合わせください。

は　　　　　　 です! !

　
口
座
振
替
を
指
定
さ
れ
て
い
る

方
は
７
月
25
日
（
木
）
に
振
替
え

ま
す
の
で
、
口
座
の
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

今
月
の
納
税

小
谷
村
農
業
委
員
会

令
和
６
年
度

定
例
会
の
お
知
ら
せ

次
回
の
開
会
予
定

　
７
月
19
日
（
金
）

　
午
前
９
時
か
ら

■
お
問
い
合
わ
せ

小
谷
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　（
観
光
地
域
振
興
課
農
林
係
）

　
　
８
２‐

２
５
８
８

７
　
月

税

目

期

別

納
期
限

固
定
資
産
税

２
期

７
月
31
日（
水
）

税

目

期

別

納
期
限

国
民
健
康
保
険
税

２
期

７
月
31
日（
水
）

税

目

期

別

納
期
限

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

１
期

７
月
31
日（
水
）

11月30日
いい みらい

「年金の日」

も
し
家
族
や
大
切
な
人
が
倒
れ

た
時
、
あ
な
た
な
ら
ど
う
し
ま
す

か
？
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
あ
な

た
が
冷
静
に
心
肺
蘇
生
法
等
の
応

急
手
当
を
行
う
こ
と
で
、
大
切
な

人
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
で

は
、
救
急
の
日
に
ち
な
み
、
普
通

救
命
講
習
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

普
通
救
命
講
習
で
は
心
肺
蘇
生
法

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
適
切
な
使
用
方
法
な

ど
、
応
急
手
当
に
つ
い
て
詳
し
く

講
習
し
ま
す
。
応
急
手
当
は
あ
な

た
の
大
切
な
人
の
命
を
い
ざ
と
い

う
時
に
救
う
、大
切
な
技
術
で
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
応
急
手
当
を
身

に
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
大
勢
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

■
実
施
日

９
月
７
日
（
土
）

午
前
９
時
～
12
時

■
会

場

北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部

３
階
講
堂

■
募

集

８
月
１
日
（
木
）
よ
り
受
付
し

ま
す

■
定

員

30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
受
付

を
終
了
し
ま
す
）

■
費

用

無
料

■
そ
の
他

講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交

付
し
ま
す

詳
し
く
は
、
北
ア
ル
プ
ス
広
域

消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
お
近
く
の
消
防

署
ま
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

北
ア
ル
プ
ス
広
域
北
部
消
防
署

０
２
６
１
‐
７
２
‐
０
１
１
９

９
月
９
日
は
救
急
の
日

９

９

救
急

長
野
県
の
「
県
鳥
」
で
、
国
の

特
別
天
然
記
念
物
で
も
あ
る
ラ
イ

チ
ョ
ウ
の
保
護
活
動
へ
の
寄
付
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

ラ
イ
チ
ョ
ウ
は
、
地
球
温
暖
化

や
捕
食
者
の
影
響
に
よ
り
絶
滅
の

お
そ
れ
が
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
効
果
的
な
保
護
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
豊
か
な

山
岳
環
境
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ラ

イ
チ
ョ
ウ
を
後
世
に
引
き
継
い
で

い
く
た
め
、
皆
様
の
温
か
い
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

令
和
６
年
８
月
31
日
（
土
）
ま

で■
寄
付
金
の
使
い
道

●
ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生
息
状
況
を
十

分
把
握
で
き
て
い
な
か
っ
た
エ

リ
ア
で
の
調
査

※
今
年
６
月
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で

に
い
た
だ
い
た
寄
付
金
を
活
用

し
、
北
ア
ル
プ
ス
南
部
で
９
年

ぶ
り
と
な
る
調
査
を
進
め
て
い

ま
す
。

●
捕
食
者
の
追
い
払
い
な
ど
、
ラ

イ
チ
ョ
ウ
を
守
る
た
め
の
実
践

的
対
策

な
ど

※
寄
付
の
方
法
、
保
護
活
動
の
詳

細
な
ど
は
、
長
野
県
直
営
ふ
る

さ
と
納
税
受
付
サ
イ
ト
「
ガ
チ

な
が
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（https://www.gachi-naga.
   jp/projects/
 3770/

）

■
お
問
い
合
わ
せ

県
庁

環
境
部
自
然
保
護
課

０
２
６
‐
２
３
５
‐
７
１
７
８

ラ
イ
チ
ョ
ウ
を
救
う
た
め
、
皆
様
の

ご
寄
付
を
お
願
い
し
ま
す
！

県
立
歴
史
館
で
は
、
開
館
30
周

年
を
記
念
し
た
夏
季
企
画
展
「
疾

風
怒
濤

木
曽
義
仲
～
文
書
と
絵

画
で
み
る
義
仲
の
一
生
～
」
を
開

催
し
ま
す
。

県
歌
「
信
濃
の
国
」
に
も
歌
わ

れ
る
木
曽
義
仲
に
ま
つ
わ
る
華
麗

な
屏
風
・
絵
巻
・
初
公
開
の
書
状

な
ど
を
展
示
し
、
義
仲
の
実
像
に

迫
り
ま
す
。

ま
た
、
講
演
会
な
ど
の
関
連
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

■
期

間

令
和
６
年
７
月
13
日
（
土
）
～

８
月
25
日
（
日
）

■
会

場

長
野
県
立
歴
史
館

企
画
展
示
室

■
開
館
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

■
休
館
日

月
曜
日
（
た
だ
し
、７
月
15
日
・

８
月
12
日
は
開
館
）、
７
月
16
日

（
火
）

県
立
歴
史
館
開
館
30
周
年
記
念

※
観
覧
料
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
詳

細
な
ど
は
、
長
野
県
立
歴
史
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

（https://www.npmh.net/

）

■
お
問
い
合
わ
せ

長
野
県
立
歴
史
館

０
２
６
‐
２
７
４
‐
２
０
０
０

を
開
催
し
ま
す

夏
季
企
画
展「
疾
風
怒
濤
木
曽
義
仲
」


